
  

、

香
を
�
る
�
を
看
れ
ば
、
そ
れ
は
一
叢
を
爲
し
て
あ
る
。
遨
は
「
タ
ノ
シ
ム
」、
樂
な
り
。
春
日

に
南
北
に
�
び
樂
む
の
志
は
喜
ぶ
と
雖
も
、
�
つ
る
�
は
�
を
詠
じ
、
鳥
を
賞
す
る
詩
章
を
作

る
の
才
に
乏
し
き
こ
と
を
。こ

　
是
の
詩
も
、
律
な
り
や
古
な
り
や
、
分
明
な
ら
ず
。
且
古
人
雕
蟲
を
�
つ
と
多
く
言
ふ
。
雕

△

こ

ざ
い
く

蟲
に
乏
し
き
を
�
づ
と
言
は
す
。
何
と
な
れ
ば
、
雕
蟲
は
小
細
工
な
れ
ば
、
大
雅
は
爲
さ
ず
。
卑

俗
極
ま
る
語
、
�
す
る
價
値
無
し
。

五
言
秋
日
言
レ

志
　
一
首

　
　
メ
　
　
　
ン
ト
　
　
ル

　
　
ヲ

欲
　
知
二
　

得
レ
　

性
　
�
一

　
　
ヌ

　
　
ノ

　
　
ヲ

來
　
�
二
　

仁
　
智
　
�
一

氣
　
爽
　
山
　
川
　
麗

風
　
高
　
物
　
候
　
芳

　
　
シ

　
　
ヲ

燕
　
�
　
辭
二
　

夏
　
色
一

　
　
ヲ

雁
　
�
　
聽
二
　

秋
　
聲
一

　
　
テ

　
　
ノ

因
レ
　

�
　
竹
　
林
　
友　

　
ク

榮
　
辱
　
莫
二
　

相
　
驚
一

  

、
、
、

　
得
性
�
は
何
を
意
味
す
る
や
明
白
な
ら
ず
。
案
ず
る
に
、
物
自
然
の
�
と
見
て
可
な
ら
ん
。
仁

�
は
山
を
愛
し
、
智
�
は
水
を
樂
し
む
。
山
を
愛
す
る
は
仁
�
の
性
な
り
、
水
を
樂
し
む
は
智

�
の
性
な
り
。
其
の
眞
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
に
は
、
室
中
に
�
坐
す
る
の
み
に
て
は
能
は
ず
、
門

  

、
、

  

、

  

、

  

、

を
出
て
以
て
、
山
川
を
觀
望
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
か
も
秋
日
な
る
が
故
に
氣
は
爽
か
な
り
。
風

 

、

  

、

  

、

  

、

  

、

は
高
し
、
秋
芳
亦
�
ぬ
べ
し
。
燕
の
�
を
辭
せ
し
は
、
夏
已
に
�
ぎ
た
れ
ば
な
り
。
雁
の
�
に

  

、

  

、

  

、
、

下
り
し
は
、
秋
漸
く
深
け
れ
ば
な
り
。
一
來
一
去
、
天
地
自
然
の
數
な
り
。
�
に
因
て
竹
林
�

  

、

  

、

  

、

ち
佛
門
の
友
【
竹
林
、
竹
院
、
佛
門
の
意
味
に
用
ふ
。】
榮
た
り
辱
た
る
の
幻
相
に
は
驚
く
こ
と

莫
か
れ
と
な
り
。
常
語
、
�
語
、
別
に
�
す
べ
き
な
し
。



カ
ド
ヌ  

ノ

�
野
王
　
二
首

　
　
ハ

　
　
ハ

　
　
ノ

　
　
ノ

ト
ヲ
チ
ノ

　
　
　
ナ
リ

王
子
�
。
淡
�
帝
之
孫
。
大
友
太
子
之
長
子
也
。
母
淨
御
原
之
帝
長
女
。
十
市
�
親
王
。
器
範

　
　
ヒ

　
　
ニ

　
　
ク　
　
ル

　
　
ニ

　
　
ル　
　
ス

　
　
　
　
　
　
ス
ル
コ
ト
ヲ　
　
ヲ

宏
�
。
風
鑒
秀
�
。
材
稱
二

棟
幹
一。
地
�
二

帝
戚
一。
少
而
好
レ

學
。
博
渉
二

經
�
一。
頗
愛
レ

屬
レ
　
　
　

�
。

　
　
テ　
　
ス

　
　
ヲ

　
　
ノ　
　
ノ

　
　
　
　
ケ
ラ
レ

　
　
ヲ　
　
　
　
セ
ラ
ル

�
能
二

書
畫
一。
淨
原
帝
嫡
孫
。
授
二
　

淨
太
肆
一。
拜
二
　

治
部
�
一。
高
市
皇
子
薨
後
。
皇
太
后
引
二

王
�

　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
ヲ

�
士
於
禁
中
一。
謀
レ

立
二

日
嗣
一。

  

、
、
、

  
、
、

　
淨
御
原
は
�
ち
天
武
天
皇
な
り
。
器
範
以
下
十
六
字
は
、
王
の
風
采
や
材
力
や
門
地
が
、
金

枝
玉
葉
の
貴
き
を
謂
ふ
。
加
之
、
博
學
能
�
能
書
畫
、
藝
と
し
て
�
ぜ
ざ
る
は
無
し
。
天
武
の

  

、
、
、

  
、
、
、

タ
ケ
チ  

ノ

嫡
孫
の
故
を
以
て
淨
太
肆
の
官
を
授
け
ら
れ
、
治
部
�
に
拜
せ
ら
る
。
高
市
皇
子
は
天
武
の
子
、

ア
マ
コ
ノ
イ
ラ
ツ
メ

母
は
尼
子
娘

。
持
統
天
皇
の
十
年
七
月
十
日
太
政
大
臣
を
以
て
薨
ず
。
皇
太
后
は
持
統
天
皇

  

、
、
、
、

な
り
、
持
統
は
丁
酉
の
年
を
以
て
位
を
�
武
に
讓
れ
ば
な
り
。
謀
立
日
嗣
、
日
嗣
は
皇
太
子
を

曰
ふ
。

　
　
ヲ

　
　
　
タ
リ

　
　
　
シ
テ　
　
ク

　
　
カ

　
　
ノ

　
　
　
　
タ
ル
ヤ

　
　
　
ヨ
リ　
　
テ

　
　
ヲ
　
　
テ　
　
ス

時
羣
臣
各
挾
二

私
好
一。
衆
議
紛
紜
。
王
子
�
奏
　

曰
。
我
國
家
爲
レ
　

法
也
。
�
代
　

以
二

此
典
一

仰
論

　
　
ヲ
　
　
カ　
　
ク　
　
テ
　
　
　
ラ
ン

　
　
テ

　
　
ヲ　
　
　
サ
バ　
　
ヲ

　
　
　
シ
テ　
　
テ　
　
ク

　
　
ヲ
　
　
シ

　
　
　
　
ホ
サ
ハ　
　
チ
　
　
　
レ
ン

二

天
心
一

誰
能
敢
測
　

然
以
二

人
事
一

推
レ

之
從
來
子
孫
相
承
　

以
襲
二

天
位
一

若
兄
弟
相
及
　
則
亂
　

�
嗣

　
　
　
　
マ
レ
リ

　
　
ノ　
　
カ　
　
カ　
　
テ　
　
　
　
セ
ン
ヤ

ユ

ゲ 

ノ

　
　
ニ

　
　
ス　
　
　
ン
ト　
　
フ

　
　
ノ
　
　
ヲ　
　
チ　
　
ム

自
然
定
　
矣
。
此
外
誰
敢
�
然
　
乎
。
弓
�
皇
子
在
レ

座
。
欲
レ

有
レ

言
。
王
子
叱
レ

之
乃
止
。
皇

　
　
　
シ
テ　
　
ケ

　
　
ヲ

　
　
ニ

太
后
嘉
二

其
一
言
定
一レ

國
。
特
�
　

授
二

正
四
位
一。
拜
二

式
部
�
一。
時
年
三
十
七
。

　
　
ノ

　
天
武
天
皇
の
九
年
、
草
壁
皇
子
を
立
て
て
皇
子
と
爲
す
。
そ
れ
よ
り
十
年
後
、
�
ち
持
統
天

こ

皇
の
三
年
に
太
子
薨
ず
。
太
子
子
あ
り
珂
瑠
と
曰
ふ
、
�
幼
な
り
。
乃
ち
高
市
を
皇
太
子
と
爲

さ
ん
と
欲
す
。
高
市
�
薨
ず
。
是
に
於
て
天
皇
百
官
を
會
し
、
日
嗣
を
議
す
。
衆
議
決
せ
ず
。
�

  

、
、

野
王
が
�
に
據
て
、
�
に
皇
孫
珂
瑠
を
立
て
皇
太
子
と
爲
す
。
是
�
ち
�
武
天
皇
な
り
。
弓
�

皇
子
は
�
野
王
の
異
母
弟
な
り
。
�
家
持
統
天
皇
の
聰
明
を
嘆
じ
、
�
野
王
の
禮
法
を
知
る
の

正
義
を
稱
す
。



五
言
春
日
�
二

鶯
�
一

　
一
首

　
　
カ
　
　
　
シ
テ

　
　
ノ

　
　
ニ

聊
　
乘
二
　

休
　
假
　
景
一

　
　
テ

　
　
ニ

　
　
ム

　
　
ヲ

入
レ
　

苑
　
望
二
　

�
　
陽
一

　
　
キ

エ
フ
ヲ

素
　
�
　
開
二
　

素
　
靨
一

　
　
ス

　
　
ヲ

嬌
　
鶯
　
弄
二
　

嬌
　
聲
一

　
　
　
シ
テ
　
　
ニ

　
　
キ

　
　
ヲ

對
レ
　

此
　
開
二
　

懷
　
抱
一

　
　
フ

　
　
ヲ

優
　
足
　
暢
二
　

愁
　
�
一

　
　
ラ

　
　
ノ　

　
ス
ル
コ
ト

　
　
ニ
　
　
　
ン
ト

不
レ
　

知
　
老
　
將
レ
　

至

　
　
　
ト
ス

　
　
ヲ

但
　
事
レ
　

酌
二
　

春
　
觴
一

  

、
、

　「
休
假
は
休
暇
な
ら
ん
」、
休
暇
景
と
云
ふ
成
語
は
不
審
な
れ
ど
、
景
を
日
の
意
味
に
見
れ
ば

恕
す
べ
し
。
版
假
に
作
る
本
あ
る
由
。
版
假
な
る
成
語
は
未
考
。
�
務
の
休
暇
に
乘
じ
て
、
春

  

、
、

苑
に
入
り
以
て
、
�
陽
�
ち
春
色
の
樣
を
觀
望
す
れ
ば
、
白
�
は
自
か
ら
白
色
、
嬌
鳥
は
自
か

せ
う
ゑ
ふ

ら
嬌
聲
を
發
す
。
靨
は
笑
靨
と
成
語
し
て
俗
に
「
エ
ク
ボ
」
と
稱
す
。
�
瓣
を
形
容
す
。

　
此
の
素
�
と
嬌
鳥
と
に
對
し
て
、
襟
懷
雅
抱
を
開
け
ば
、
優
優
た
る
意
が
充
足
し
て
、
總
て

  

、

の
心
配
は
盡
く
暢
び
去
る
。
老
は
五
十
六
十
の
人
で
無
け
れ
ば
稱
せ
ざ
る
も
、
日
本
は
四
十
初

  

、
、
、

老
な
り
と
云
ふ
か
ら
、
老
將
至
は
幾
�
な
る
や
を
知
ら
ず
。
但
休
暇
の
日
、
一
杯
酌
で
樂
し
む

べ
き
な
り
。
詩
は
古
詩
に
し
て
唐
律
に
似
た
る
も
の
な
り
。

五
言
�
二

龍
門
山
一

　
一
首

　
　
ニ

命
　
駕
　
�
二
　

山
　
水
一

　
　
ク

　
　
ル

　
　
ノ

　
　
ヲ

長
　
忘
二
　

冠
　
冕
　
�
一

　
　
ソ

　
　
テ

　
　
カ

安
　
得
二
　

王
　
喬
　
�
一

　
　
テ

　
　
ヲ
　
　
　
ラ
ン

　
　
ニ

控
レ
　

鶴
　
入
二
　

蓬
　
瀛
一

  

、
、
、

  

、
、

　
龍
門
山
は
周
防
に
も
在
り
、
紀
伊
に
も
在
り
、
此
れ
孰
れ
に
屬
す
る
や
を
知
ら
ず
。
冠
冕
は



冠
と
冕
と
形
は
異
な
る
も
、
同
じ
く
「
カ
ン
ム
リ
」
な
り
。『
三
國
志
王
昶
傳
』
に
、
汝
先
人
世

有
二

冠
冕
一

と
。
山
水
に
優
游
す
る
は
隱
人
高
士
が
事
、
今
隱
人
高
士
の
游
に
傚
ふ
は
、
�
ち
大

  

、
、

  

、
、

官
高
位
の
�
忘
る
れ
ば
な
り
。
安
得
は
和
語
の
「
ド
ウ
シ
テ
モ
得
ラ
レ
ナ
イ
」
に
當
る
。
王
喬

セ
ツ

は
仙
人
の
�
を
得
た
人
。
王
喬
は
東
漢
河
東
の
人
、
明
帝
の
時
、
�
書
�
と
爲
る
。
出
て
葉
の

し
ば
し
ば

令
と
爲
る
。【
知
事
な
り
】
朔
望
常
に
縣
よ
り
來
�
す
。
帝
其
の
來
る
數
に
し
て
、
車
騎
を
見
ざ

る
を
恠
し
み
、
太
�
を
し
て
之
を
伺
は
し
む
。
太
�
奏
す
、
其
の
至
る
に
臨
み
、
雙
鳬
【
二
�

カ
モ

う
か
ゞ

あ
み

せ
き

の
鳧
】
の
飛
來
す
る
あ
り
と
。
是
に
於
て
鳬
の
至
る
を
候
ひ
、
羅
を
擧
げ
之
を
張
る
。
一
�
を

得
、
乃
ち
賜
ふ
�
の
履
な
り
。
或
は
曰
ふ
古
の
仙
人
王
子
喬
な
り
と
。『
列
仙
傳
』
に
、
周
の
靈

  

、
、

王
の
太
子
晋
、
七
月
七
日
白
鶴
に
乘
じ
て
山
頭
に
駐
り
、
時
人
に
謝
し
數
日
に
し
て
去
る
。
蓬
瀛

仙
と
鶴
と
は
太
子
晋
以
來
關
係
の
深
き
も
の
と
な
れ
る
な
り
。



大
�
言
直
大
二
中
臣
�
臣
大
島
【
二
首
、
自
レ

�
以
降
�
人
未
レ

得
二

傳
記
一

】

五
言
詠
二

孤
松
一

　
一
首

隴
　
上
　
孤
　
松
　
�

　
　
　
ナ
リ

凌
　
雲
　
心
　
本
　
明

　
　
　
ク
シ

　
　
ヲ

餘
　
根
　
堅
二
　

厚
　
地
一

△

　
　
ス

△

  

△
ヲ

貞
　
質
　
指
二
　

高
　
天
一

△

　
　
ニ

�
　
枝
　
異
二
　

高
　
艸
一

　
　
シ

　
　
ニ

茂
　
葉
　
同
　
柱
　
榮
一

  

△
フ
シ

　
　
ヲ

孫
　
楚
　
高
二
　

貞
　
�
一

　
　
シ

隱
　
居
　
�
　
笠
　
輕

ヨ
シ

  

、
、

　
隴
は
邱
隴
「
ヲ
カ
」
な
り
。「
リ
ヨ
ウ
」
が
本
音
な
れ
ど
、「
ロ
ウ
」
と
發
音
し
て
可
。
凌
雲

松
が
亭
亭
と
し
て
雲
を
凌
が
ん
と
す
る
心
は
太
明
白
な
り
。
根
は
堅
く
、
質
は
貞
、
枝
は
�
し

  

、
、

と
雖
も
、
高
艸
に
異
な
る
。
葉
の
茂
き
は
柱
榮
に
同
じ
。
孫
楚
は
晉
の
中
�
人
、
字
は
子
荊
、
才

そ
ゝ

藻
卓
�
、
爽
邁
不
羣
。
少
う
し
て
隱
居
せ
ん
と
欲
し
、
嘗
て
王
濟
に
謂
て
曰
へ
、
吾
石
の
漱
ぎ

流
に
枕
せ
ん
と
欲
す
。
濟
が
曰
く
、
流
は
枕
す
べ
き
に
あ
ら
ず
、
石
は
漱
ぐ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
楚

み
ゝ

み
が

が
曰
く
流
に
枕
し
て
其
の
耳
を
流
は
ん
と
欲
し
、
石
に
漱
ぎ
其
の
齒
を
礪
か
ん
と
欲
す
と
。
始

め
て
鎭
東
軍
事
に
參
す
。

　
此
の
詩
�
體
兒
童
語
に
て
、
佳
も
惡
も
�
す
べ
き
樣
無
し
。

五
言
山
齋
　
一
首

　
　
ヒ

　
　
ニ

宴
　
飮
　
�
二
　

山
　
齋
一

　
　
ニ

遨
　
�
　
臨
二
　

野
　
池
一

　
　
　
フ
キ

雲
　
岸
　
�
　
猿
　
嘯

タ
　

霧
　
浦
　
�
　
聲
　
悲



  
、

  

、

  

、

  

、

  

、

葉
　
落
　
山
　
逾
　
靜

　
　
　
ナ
リ

風
　
凉
　
琴
　
�
　
微

　
　
　
タ
リ

　
　
ノ

　
　
ヲ

各
　
得
二
　

�
　
野
　
趣
一

　
　
レ
　
　
　
　
　
ス
ル
コ
ト

　
　
ノ

　
　
ヲ

莫
レ
　

論
二
　

攀
　
桂
　
期
一た

　
ゑ
い

  

、
か
ち

  

、
、

　
遨
は
樂
な
り
。
�
は
�
�
、
舟
の
「
カ
ヂ
」
な
り
。
悲
は
�
を
鼓
す
る
聲
、
葉
落
五
字
は
正

に
是
れ
深
秋
の
景
。
山
は
齋
外
な
り
、
琴
は
齋
中
な
り
。
各
自
が
、
�
に
在
る
人
は
�
の
趣
き
、

  

、
、
、

野
に
在
る
人
は
野
に
在
る
趣
き
、
各
自
特
色
あ
り
。
攀
桂
期
は
二
意
あ
り
、
一
は
今
日
山
齋
に

と
き

て
遨
游
、
各
の
其
の
趣
き
を
得
、
何
ぞ
桂
�
の
開
く
秋
を
待
ん
や
。
一
は
各
の
高
官
に
登
る
�

謂
攀
桂
の
期
、
そ
ん
な
こ
と
を
論
ぜ
ず
し
て
、
今
日
人
人
の
興
を
盡
せ
ば
足
る
。
作
�
以
外
に

於
て
は
、
此
の
二
意
共
に
�
ず
、
作
�
の
意
蓋
し
孰
れ
に
在
る
を
知
ら
ず
。



正
三
位
大
�
言
紀
�
臣
�
呂
　
一
首
【
年
四
十
七
】

　
　
ス
　
　
ニ

五
言
春
日
應
レ

詔
　
一
首

惠
　
氣
　
四
　
望
　
�

　
　
ノ

重
　
光
　
一
　
園
　
春

　
　
リ

　
　
ニ

式
　
宴
　
依
二
　

仁
　
智
一

　
　
ス

　
　
ヲ

優
　
�
　
催
二
　

詩
　
人
一

サ
カ
ン

崑
　
山
　
珠
　
玉
　
盛

瑤
　
水
　
�
　
藻
　
陳

　
　
　
　
ハ
シ
メ

　
　
ヲ

階
　
�
　
�
二
　

素
　
蝶
一

　
　
フ

　
　
ヲ

塘
　
柳
　
掃
二
　

芳
　
塵
一

　
　
　
ニ
シ

　
　
ヲ

天
　
�
　
十
二
　

堯
　
舜
一

　
　
ス

　
　
ヲ

皇
　
恩
　
霑
二
　

萬
　
民
一

　
　
ノ

ヲ
ホ
ヒ
ト

  

、
、

ブ

ゼ
ウ
ヤ
ク

　
紀
�
呂
は
、
武
�
十
二
世
の
孫
大
人
の
子
。
應
詔
は
佛
典
に
は
三
藏
法
師
奉
詔
譯
と
あ
り
、
奉

い
ま
し
め

勅
譯
と
は
あ
ら
ず
。
詩
に
應
詔
と
あ
り
、
應
勅
に
は
あ
ら
ず
。
勅
に
は
戒
の
意
�
く
、
詔
に
は

い
ま
し
め

戒
の
意
薄
し
、
以
て
其
の
意
義
を
知
る
べ
し
。
乃
ち
應
制
と
同
じ
。
天
武
帝
の
詔
を
奉
じ
て
作

  

、

る
も
の
。
春
日
御
宴
に
召
さ
れ
、
春
光
の
靄
靄
た
る
を
讚
美
し
た
る
も
の
な
り
。
惠
風
�
ち
春

  

、

  

、
、

  

、

  

、

  

、

風
の
和
氣
は
、
四
方
盡
く
�
ぶ
。
殊
に
御
宴
の
開
け
る
一
園
の
春
は
、
光
�
に
重
き
を
覺
ゆ
、
重

  

、
、

  

、
、

は
「
カ
サ
ナ
ル
」
に
あ
ら
ず
「
ヲ
モ
キ
」
な
り
、
而
し
て
今
日
の
式
宴
は
、
天
下
の
仁
智
に
依

  

、
、

  

、
、

、

て
設
け
ら
れ
し
も
の
、
詩
人
を
し
て
御
苑
中
に
優
游
せ
し
め
玉
ふ
催
し
、
一
に
是
れ
天
子
の
仁

 

、
、
、
、
、

  

、
、

智
よ
り
出
で
し
な
り
。
崑
山
珠
玉
盛
は
、
今
日
の
御
宴
に
會
す
る
詩
人
の
多
き
を
云
ふ
、
崑
山

は
崑
崙
山
の
簡
稱
と
す
。『
呂
氏
春
秋
』
に
人
不
レ

愛
二

崑
山
之
玉
。
江
漢
之
珠
一。
而
愛
二

己
之
一

　
　
ヲ

ま
た

  

、
、

蒼
璧
小
�
一。
�
「
崑
山
片
玉
」
は
『
晋
書
』
に
出
づ
。
人
の
美
な
る
を
崑
山
の
珠
玉
に
譬
ふ
。
瑤
水

は
崑
崙
山
に
出
づ
、
穆
天
子
が
西
王
母
に
會
せ
し
と
云
ふ
瑤
池
是
な
れ
り
。
字
の
表
�
の
如
く
、

實
際
の
水
中
に
水
�
水
藻
陳
る
と
解
す
る
も
、
今
日
會
す
る
人
を
�
藻
に
比
し
て
云
ふ
と
見
る



  

、

  

、

  

、
、

も
、
共
に
可
な
り
。
而
し
て
玉
階
�
の
�
�
に
百
蝶
が
來
り
舞
ひ
、
宮
門
に
�
ふ
塘
柳
は
、
春
日

  

、
、

  

、

  

、

  

、
、

  

、

の
塵
を
掃
ひ
除
く
、
今
の
天
子
の
�
は
、
古
の
堯
舜
よ
り
も
十
倍
し
て
上
な
り
。
恩
の
萬
民
を
霑

す
�
以
。

　
應
制
詩
は
排
律
を
以
て
本
義
と
す
。
是
の
詩
も
亦
排
律
の
體
な
り
。
而
か
も
唐
の
排
律
は
�

仄
諧
和
し
て
、
一
絲
の
紊
る
ゝ
を
許
さ
ず
。
是
の
詩
韵
法
は
よ
ろ
し
、
�
仄
は
諧
和
せ
ず
。



�
武
天
皇
　
三
首
【
年
二
十
五
】

五
言
詠
レ

月
　
一
首

　
　
リ

　
　
ニ

月
　
舟
　
移
二
　

霧
　
�
一

　
　
ニ

楓
　
�
　
泛
二
　

霞
　
濱
一

ス
ミ
ナ
ガ
ル
ル
ノ
カ
ガ
ヤ
キ

臺
　
上
　
澄
　
流
　
�

シ
ヅ
ミ

サ
ル
ノ

リ
ン

酒
　
中
　
沈
　
去
　
輪

水
　
下
　
斜
　
陰
　
碎

　
　
テ

樹
　
落
　
秋
　
光
　
新

　
　
テ

　
　
ノ

　
　
ヲ

獨
　
以
二
　

星
　
間
　
鏡
一

マ
タ

　
　
フ

　
　
ノ

 

　
ニ

�
　
�
二
　

雲
　
漢
　
津
一

　
天
皇
は
草
壁
皇
子
の
第
二
子
�
ち
天
武
の
孫
な
り
、
丁
酉
元
年
八
月
一
日
に
�
位
、
慶
雲
四

せ
き
て
ん

年
六
月
十
五
日
崩
ず
。
壽
二
十
五
。
在
位
十
一
年
間
。
大
寶
律
令
成
り
、
孔
子
を
大
學
寮
に
釋
典

し
、
�
明
の
曦
光
、
漸
く
將
に
四
方
に
陸
離
た
ら
ん
と
す
。
而
る
に
短
壽
に
し
て
崩
�
、
天
下

皆
之
を
悲
し
む
。
詠
月
以
下
三
首
、
共
に
昨
年
明
ら
か
な
ら
ず
、
大
寶
よ
り
慶
雲
の
間
た
る
や

  

、
、

つ
き

  

、

  

、

疑
ひ
無
し
。
月
舟
は
舟
中
に
月
在
れ
ば
な
り
。
霧
の
深
き
�
�
ち
「
ナ
ギ
サ
」
水
際
に
移
る
。
而

  

、

し
て
其
の
月
舟
を
鼓
す
る
。
�
「
カ
ヂ
」
は
�
ち
楓
樹
を
以
て
製
す
る
な
り
。
�
考
ふ
、
一
片

  

、
、

  

、
、

  

、
、

の
月
舟
は
霧
�
に
在
り
、
一
片
の
楓
�
は
霞
濱
に
在
り
と
、
而
し
て
臺
上
は
如
何
な
る
景
色
ぞ
、

  

、
、

霧
�
を
流
る
ゝ
水
も
、
霞
濱
を
流
る
ゝ
水
も
、
一
樣
に
澄
ん
で
、
月
影
の
爲
め
�
け
り
、
杯
中

  

、

【
杯
は
酒
な
り
】
は
如
何
、
月
光
が
酒
杯
の
中
に
移
り
�
ぶ
、
輪
は
月
輪
な
り
、
冰
輪
な
り
。

  

、
、
、
、
、

  

、
、

た
そ
が
れ

い
し

あ
た
つ

水
下
斜
陰
碎
は
意
義
明
白
な
ら
ざ
る
が
、
恐
く
は
斜
陰
�
ち
黄
昏
に
水
が
下
流
の
石
に
當
て
月

く
だ

  

、
、

  

、

光
が
碎
け
る
な
ら
ん
。
樹
落
は
深
秋
な
れ
ば
な
り
、
新
は
必
ず
し
も
秋
の
新
、
�
ち
七
月
を
言

  

、  

、

  

、
、
、
、
、

ふ
に
あ
ら
ず
。
秋
光
の
美
な
る
を
曰
ふ
な
り
。
獨
以
星
間
鏡
、
鏡
は
月
な
り
。
星
は
臣
な
り
、
鏡

め
ぐ

  

、

は
君
な
り
、
君
は
臣
の
間
に
繞
ら
れ
る
。
月
は
星
の
間
に
圍
ま
れ
た
る
な
り
。
�
は
循
�
。、
月

  

、
、
、
、

  

、

と
ゞ

は
雲
漢
の
津
に
�
ぶ
が
如
し
と
雖
も
、
寸
時
も
停
ま
ら
ず
巡
周
し
て
居
る
な
り
。



　
此
の
詩
を
讀
む
。
一
讀
の
下
、
帝
王
の
氣
象
、
良
と
に
凛
然
た
る
を
覺
ゆ
。
釋
智
藏
の
詩
、
中

臣
大
島
の
詩
の
如
き
も
の
、
此
の
詩
に
比
較
す
る
と
き
は
、
氣
象
に
於
て
已
に
天
地
の
隔
あ
り
。

讀
む
�
細
心
に
注
意
す
べ
し
。
�
仄
の
嚴
な
ら
ざ
る
は
、
時
代
の
致
す
�
、
已
む
を
得
ざ
る
な

り
。

五
言
�
レ

懷
　
一
首

　
　
　
ト
モ　
　
　
ル
ト　
　
　
ク
ニ
　
　
ヲ

年
　
雖
レ
　

足
レ
　

戴
レ
　

冕

　
　
ス

　
　
テ

　
　
レ

　
　
ヲ

智
　
不
二
　

敢
　
垂
一レ
　
裳

　
　
ニ

　
　
フ

�
　
常
　
夙
　
夜
　
念

　
　
ヲ
　
　
　
テ
カ

　
　
ヲ

タ
ダ
サ
ン

何
　
以
　
拙
　
心
　
匡

　
　
ヲ　
　
　
　
ズ
ン
バ
　
　
　
ト
セ

　
　
ヲ

�
　
不
レ
　

師
二
　

往
　
古
一

　
　
　
ハ
ン

　
　
ノ

　
　
ヲ

何
　
救
二
　

元
　
首
　
望
一

　
　
モ
　
　
　
ナ
シ

　
　
ノ

　
　
メ

然
　
毋
二
　

三
　
�
　
務
一

　
　
ツ

　
　
ニ

且
　
欲
レ
　

臨
二
　

短
　
章
一

  

、

  

、

　
帝
王
が
帝
王
と
し
て
の
冠
冕
を
戴
く
は
、
庶
民
の
元
�
と
同
じ
。
然
ら
ば
年
二
十
以
上
を
云

ふ
こ
と
知
る
べ
し
。
天
皇
は
年
十
五
に
て
�
位
、
是
の
詩
年
十
五
の
作
と
は
思
は
れ
ず
、
大
寶

  

、

元
年
、
年
二
十
�
後
の
作
と
見
る
べ
し
。
�
が
年
は
普
�
で
あ
る
が
、
�
が
智
は
�
に
臨
ん
で

す
い
れ
ん

政
を
聽
く
に
は
乏
し
と
自
�
し
玉
ふ
な
り
。
女
后
は
�
政
を
聽
く
を
垂
簾
と
曰
ひ
、
天
子
が
�

  

、
、

  

、

政
を
聽
く
を
垂
裳
と
曰
ふ
。
是
の
故
に
、
�
は
日
日
夜
夜
に
、
�
が
務
む
べ
き
こ
と
を
念
ふ
、
而

  

、  

、

  

、

  

、
、

か
も
拙
心
を
如
何
に
し
て
匡
正
せ
ん
や
。
不
師
古
訓
に
「
師
ト
セ
ズ
」
と
あ
り
、
余
は
「
師
ト

セ
ズ
ン
バ
」
と
訓
む
。
古
訓
は
�
の
字
に
拘
泥
し
て
の
訓
な
ら
ん
が
、
決
し
て
�
の
字
に
拘
泥

す
る
に
及
ば
ず
。
已
に
天
皇
は
新
羅
學
�
を
延
き
、
儀
仗
を
設
建
し
、
國
學
に
釋
典
し
、
儒
�

  

、
、

を
興
隆
し
、
一
一
往
古
を
師
と
し
玉
ふ
こ
と
彰
彰
た
り
。
往
古
の
正
し
き
法
を
師
と
し
て
、
以

  

、
、

  

、

  

、

  

、
、

て
元
首
と
し
て
の
衆
望
を
自
か
ら
救
は
ん
と
欲
す
と
解
す
べ
き
な
り
。
三
�
は
古
來
よ
り
種
種

の
事
に
用
ふ
、
一
人
に
就
て
も
言
ひ
、
一
事
に
就
て
も
言
ひ
、
用
義
頗
る
廣
し
。
是
の
句
の
意



義
は
、『
�
記
』
の
孔
子
晩
而
喜
レ

易
、
韋
�
三
�
よ
り
來
る
な
ら
ん
。
是
の
三
�
は
技
倆
の
巧
妙

を
言
ふ
に
あ
ら
ず
し
て
、
易
を
讀
む
の
努
力
を
言
ふ
な
れ
ば
、
今
、
天
皇
が
自
分
拙
心
を
知
て
居

  
、

な
し

り
乍
ら
、
然
も
努
力
す
る
こ
と
毋
と
、
是
も
�
�
し
て
�
べ
玉
ひ
し
な
ら
ん
。
毋
は
無
と
同
じ
。

  

、
、
、
、
、

且
欲
臨
短
章
、
�
ち
此
の
五
言
の
短
章
を
賦
し
、
懷
を
�
べ
た
る
も
、
實
は
拙
心
を
恥
づ
と
の
�

意
な
り
。

　
寥
寥
た
る
短
章
と
雖
も
、
天
心
の
徽
柔
懿
恭
な
る
を
見
る
べ
し
。
唯
短
壽
を
以
て
崩
御
せ
ら

れ
た
る
は
、
惜
み
て
も
餘
り
あ
り
。

五
言
詠
レ

�
　
一
首

　
　
　
　
ニ
シ
テ　
　
ヲ

　
　
リ

雲
　
羅
　
嚢
レ
　

珠
　
�

　
　
　
ン
テ
　
　
ヲ
　
　
　
ナ
リ

�
　
�
　
含
　
�
　
新

　
　
ク

　
　
ノ

林
　
中
　
若
二
　

柳
　
絮
一

　
　
　
タ
リ

　
　
ニ

梁
　
上
　
似
二
　

歌
　
塵
一

　
　
テ

　
　
ニ

　
　
キ

　
　
ニ

代
レ
　

火
　
輝
二
　

霄
　
漢
一

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ル

　
　
ニ

�
レ
　

風
　
廻
二
　

洛
　
濱
一

　
　
　
レ
ハ

　
　
ヲ

園
　
裏
　
看
二
　

�
　
李
一

　
　
フ

　
　
ヲ

�
　
條
　
�
　
帶
レ
　

春

  

、
、
、
、
、

  

、
、  

、
、

  

、
、

  

、
、

　
雲
羅
嚢
珠
�
の
五
字
未
詳
。
�
�
、
柳
絮
、
字
の
如
し
。
梁
上
の
五
字
未
考
、
代
火
の
句
、
�

  

、
、

  

、

に
光
あ
る
を
言
ふ
。
園
裏
�
を
以
て
�
と
看
做
す
が
故
に
、
�
日
已
に
春
色
を
覺
ゆ
と
な
り
。
李

は
「
ス
モ
モ
」
な
り
。

　
漢
土
人
の
詠
物
、
例
せ
ば
、
月
と
か
�
と
か
雲
と
か
鳥
と
か
�
と
か
、
表
�
に
之
を
詠
じ
て
、

月
は
月
、
�
は
�
、
雲
は
雲
、
鳥
は
鳥
と
明
白
に
其
の
眞
相
を
表
は
し
、
而
し
て
其
の
裏
�
に

は
必
ず
深
き
意
旨
を
寓
し
て
あ
る
。
そ
こ
に
詠
物
の
貴
ぶ
べ
き
も
の
あ
る
な
り
。
然
る
に
彼
に

在
て
も
謝
瞿
の
輩
、
當
�
を
寫
す
に
工
夫
し
て
、
裏
�
に
は
何
の
含
蓄
す
る
�
も
無
く
、
詩
の

本
義
を
沒
却
し
て
居
る
。
我
が
邦
人
の
詠
物
は
、
大
�
謝
瞿
の
徒
に
て
、
到
庭
杜
韓
の
域
を
窺



ふ
能
は
ず
。
王
�
時
代
よ
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
此
の
如
し
。
詩
に
對
す
る
淺
見
は
、
良
と
に
悲

　
　
ノ

し
む
べ
き
な
り
。
天
皇
が
此
の
詩
、
林
中
の
十
字
、
江
邨
北
�
曰
ふ
齊
梁
佳
句
と
。



從
三
位
中
�
言
大
�
�
臣
高
市
�
呂
　
一
首
【
年
五
十
】

　
　
　
シ
テ
　
　
ニ

　
　
ニ

臥
レ
　

病
　
已
　
白
　
�

オ
モ
ヘ

ラ
ク
　
　
　
ン
ト

　
　
ニ

意
　
謂
　
入
二
　

黄
　
塵
一

　
　
　
シ
テ
　
　
セ

　
　
ヒ

　
　
ヲ

不
レ
　

期
　
�
二
　

恩
　
詔
一

　
　
フ

　
　
ニ

　
　
ノ

從
レ
　

駕
　
上
　
林
　
春

松
　
巖
　
鳴
　
泉
　
落

竹
　
浦
　
笑
　
�
　
新

　
　
ハ

　
　
レ

　
　
ノ

臣
　
是
　
先
　
�
　
輩

　
　
ニ

　
　
ス

　
　
ノ

　
　
ニ

濫
　
陪
二
　

後
　
車
　
賓
一

み

わ

た
け
ち

ま

ろ

と
し
か
ね

　
大
�
或
は
三
輪
に
作
る
。
高
市
�
呂
を
利
金
と
曰
ふ
。
大
寶
中
に
、
長
門
守
左
京
太
夫
を
�

て
、
慶
雲
三
年
官
に
卒
す
。
年
五
十
。
壬
申
の
功
を
以
て
從
三
位
を
�
る
。

  

、
び
ん

　
�
は
鬢
の
俗
字
。
此
の
詩
卒
年
の
時
の
作
か
、
或
は
以
�
な
る
か
�
知
せ
ず
。
然
る
に
詔
を

  

、
、

お
も

  

、
、

蒙
む
り
し
に
依
て
從
駕
す
る
、
而
か
も
自
か
ら
意
ふ
、
此
の
病
は
�
え
ず
し
て
、
黄
塵
�
ち
泉

  

、
、

そ
の

下
の
人
と
な
ら
ん
と
、
上
林
は
漢
の
上
林
苑
を
以
て
今
の
禁
苑
に
譬
ふ
。
上
林
な
る
名
目
の
苑

  

、
、

が
、
禁
中
に
在
る
に
は
あ
ら
ず
。
松
巖
の
二
句
十
字
は
、
駕
に
陪
し
て
散
策
す
る
宮
庭
の
�
な

  

、
、

り
。
臣
是
の
二
句
は
拙
句
に
し
て
、
何
等
�
言
の
施
し
樣
も
無
し
。
先
�
の
�
が
、
後
車
の
賓

  

、

に
陪
す
る
は
恥
づ
べ
き
に
な
る
に
、
濫
の
字
よ
り
見
れ
ば
�
分
で
あ
る
と
云
ふ
意
な
れ
ば
、
矛

盾
も
甚
し
。



大
宰
大
貳
從
四
位
上
�
勢
�
臣
多
�
須
　
二
首
【
年
四
十
八
】

五
言
春
日
應
レ

詔

　
　
キ

　
　
ヲ

玉
　
管
　
吐
二
　

陽
　
氣
一

　
　
ク

　
　
ヲ

春
　
色
　
啓
二
　

禁
　
園
一

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ク

望
レ
　

山
　
智
　
趣
　
廣

　
　
テ

　
　
ニ

　
　
シ

臨
レ
　

水
　
仁
　
懷
　
敦

　
　
シ

　
　
ヲ

松
　
風
　
催
二
　

雅
　
曲
一

　
　
フ

　
　
ヲ

鶯
　
弄
　
添
二
　

談
　
論
一

　
　
フ

　
　
ニ

今
　
日
　
良
　
醉
レ
　

�

誰
　
言
　
湛
　
露
　
恩

  

、
、

　
玉
管
は
字
の
如
く
玉
製
の
管
。『
西
京
雜
志
』【
卷
三
漢
劉
�
著
】
に
、
秦
の
咸
陽
宮
に
玉
管

つ

あ
り
、
長
二
尺
三
寸
、
二
十
六
孔
、
之
を
吹
け
ば
則
ち
見
る
車
馬
山
林
隱
�
相
次
ぐ
と
、
之
を

  

、
、

  

、
、

  
、
、

  

、

吹
け
ば
、
陽
氣
を
吐
く
、
陽
氣
は
�
ち
春
色
な
り
。
而
し
て
其
の
春
色
は
、
禁
園
を
啓
く
と
な

ひ
ら
く

ひ
ら
く

  

、
、
、
、
、

  

、
、
、
、
、

　
　
ハ　
　
ミ

り
。
啓
は
開
な
り
。
望
山
智
趣
廣
、
臨
水
仁
懷
敦
、
是
れ
『
論
語
』【
雍
也
第
六
】
に
知
�
樂
レ

　
　
ヲ水

、
仁
�
樂
レ

山
と
あ
る
を
�
用
し
て
、
知
を
山
に
用
ひ
、
仁
を
水
に
用
ひ
た
る
な
り
。
共
に
天

  

、
、

  

、
、

  

、
、

皇
の
�
を
讚
し
て
の
語
。
松
風
宮
庭
の
松
風
は
、
宛
然
と
し
て
雅
曲
な
り
。
樹
上
の
鶯
弄
は
、
羣

  

、
、

  

、

  

、

  

、

  

、
、
、

臣
の
談
論
を
添
足
し
た
る
如
き
な
り
。
今
日
の
御
宴
は
、
良
と
に
�
�
の
爲
め
に
醉
ふ
。
湛
露
恩

は
皇
帝
恩
と
言
ふ
と
同
じ
。
今
日
陪
し
た
る
�
は
誰
か
是
れ
皇
帝
の
恩
と
言
は
ざ
る
も
の
あ
ら

ん
と
な
り
。

　
　
ニ　
　
　
　
ル
ヨ
リ

姑
　
射
　
�
二
　

太
　
賓
一

　
　
ニ　
　
　
ム
ル
コ
ト

　
　
ヲ

�
　
巖
　
索
　
�
　
仙

　
　
　
　
カ
ン
ヤ

豈
　
若
　
聽
　
覽
　
�

　
　
　
　
ス
ル
ニ

　
　
ニ

仁
　
智
　
寓
二
　

山
　
川
一



　
　
シ

　
　
ヲ

�
　
衿
　
弄
　
春
　
色
一

　
　
ヲ

�
　
蹕
　
�
　
林
　
泉
一

　
　
メ

　
　
　
シ
テ
　
　
ヲ

登
二
　

望
　
�
　
�
　
徑
一

　
　
ス

　
　
ノ

降
二
　

臨
　
錦
　
鱗
　
淵
一

　
　
ニ

　
　
シ

絃
　
竹
　
時
　
盤
　
桓

　
　
チ

　
　
ス

�
　
酒
　
乍
　
留
　
�

　
　
リ

　
　
ニ

�
　
風
　
入
二
　

琴
　
臺
一

　
　
ス

　
　
ヲ

�
　
日
　
照
二
　

歌
　
筵
一

　
　
キ

　
　
ヲ

岫
　
室
　
開
二
　

明
　
鏡
一

　
　
フ

　
　
ヲ

松
　
殿
　
�
二
　

�
　
煙
一

　
　
ニ
　
　
　
セ
リ

　
　
ノ

　
　
ニ

幸
　
陪
二
　

瀛
　
洲
　
趣
一

　
　
カ
　
　
　
セ
ン

　
　
ノ

　
　
ヲ

誰
　
論
二
　

上
　
林
　
篇
一

  

、
、
、
、
、

こ

や

　
姑
射
�
太
賓
は
何
の
意
義
な
る
や
明
白
な
ら
ず
。
案
ず
る
に
姑
射
は
山
の
名
、
仙
人
の
住
�
。

　
　
ル

以
て
太
上
天
皇
の
宮
を
譬
え
て
仙
洞
御
�
と
曰
ふ
。
太
賓
は
『
周
禮
』
に
大
行
人
掌
二

太
賓
之
禮
。

　
　
ヲ

　
　
シ　
　
　
ル
ガ

　
　
ヲ

及
大
客
之
儀
一

と
あ
り
。『
論
語
』
に
出
レ

門
如
レ

見
二

太
賓
一

と
あ
り
。
要
す
る
に
姑
射
と
、
�
巖

  

、
、

の
二
句
の
意
は
、
姑
射
山
に
人
間
を
�
れ
て
太
賓
と
爲
る
よ
り
、
�
巖
に
向
て
�
仙
を
索
む
る

あ
に

も
ん  

、
く
わ
ん  

、

げ
き

し
か

げ
き

げ
き

よ
り
、
豈
�
く
に
在
て
聞
聽
も
觀
覽
も
自
由
に
�
際
の
有
る
人
間
界
に
若
ん
や
。
�
は
俗
に
隙

に
作
る
。
乃
ち
�

く
仙
居
を
思
慕
す
る
に
及
ば
ず
、
眼
�

に
此
の
�

樂
あ
る
な
り
。

  

、
、
、
、
、

仁
智
寓
山
川
、
仁
�
は
山
を
觀
て
以
て
仁
を
養
ふ
べ
し
。
知
�
は
水
を
觀
て
以
て
知
を
養
ふ
べ

  

、
、

  

、
、

し
。
寓
は
蓄
と
同
じ
、
山
川
其
の
も
の
が
已
に
仁
知
を
蓄
へ
て
有
る
な
り
。
�
衿
、
�
蹕
は
共

  

、
、

  

、
、

に
天
皇
を
指
す
。
�
衿
を
開
き
て
以
て
春
色
を
弄
し
玉
ひ
、
�
蹕
を
停
め
て
以
て
林
泉
を
徑
�

  

、  

、

  

、

  

、

  

、
、

し
玉
ふ
。
登
り
て
は
�
�
乃
ち
百
�
錦
�
し
て
�
の
如
き
徑
を
望
み
玉
ひ
、
降
り
て
は
錦
鱗
乃

け
ん
ぐ
う

  

、

  

、

  

、
、

  

、
、

ち
魚
類
の
�
�
す
る
淵
に
臨
み
玉
ふ
。
絃
竹
乃
ち
絃
管
笙
�
を
吹
か
し
め
、
以
て
盤
桓
す
。
盤

桓
は
意
義
一
な
ら
ざ
る
も
、
今
は
「
歸
去
來
辭
」
の
撫
二

孤
松
一

而
盤
桓
の
意
義
を
取
る
。
歸
ら

か
た
ち

  

、

  

、

  

、

  

、
、

ん
と
欲
し
て
歸
ら
ず
、
悠
悠
た
る
貌
な
り
。
其
の
上
に
�
�
を
作
り
酒
を
飮
み
、
乍
ら
留
�
す



  

、
、

  

、
、

る
の
悠
悠
た
る
に
至
る
。
�
風
は
夏
日
の
風
に
て
、
春
日
に
は
あ
ら
ず
。
琴
臺
の
�
字
に
緊
切
の

　
　
ル

　
　
ニ

爲
め
用
ゐ
し
も
の
な
ら
ん
。「
古
詩
」
に
�
風
入
二

五
絃
一

の
句
あ
り
。
�
風
は
物
を
生
生
た
ら
し

め
い
け
ふ

も
と

く
さ

む
、
以
て
�
�
に
譬
ふ
。
�
「
メ
イ
」
は
�
莢
、
本
、
艸
の
名
、
瑞
艸
、
堯
の
時
生
じ
た
り
と
云

  

、
、

  

、
、

ふ
。
然
ら
ば
則
ち
�
日
は
堯
日
と
同
じ
。
其
の
堯
日
が
歌
筵
を
照
す
。
是
も
�
�
に
譬
ふ
。
岫
室

  

、
、

  

、
、
、

  

、

と
松
殿
、
人
界
の
物
を
�
ち
仙
界
に
譬
ふ
。
明
鏡
開
き
、
�
煙
�
ぶ
�
以
。
而
し
て
臣
は
幸
�
に

  

、
、

  

、
、
、
、
、

も
、
此
の
瀛
洲
�
ち
仙
居
の
趣
に
、
陪
從
の
恩
命
を
蒙
む
れ
り
。
誰
論
上
林
篇
、
漢
の
馬
長
�
に

上
林
賦
あ
り
、
今
日
の
御
宴
に
陪
し
て
、
彼
の
上
林
賦
を
凌
駕
す
る
�
は
誰
ぞ
。
�
論
ず
る
�
は

誰
ぞ
や
。

　
二
首
、
�
首
は
他
�
家
と
同
樣
、
古
律
の
間
に
在
り
。
後
首
は
�
く
排
律
體
な
る
も
、
而
か

も
�
仄
に
整
正
な
ら
ず
。
唐
人
の
排
律
と
較
し
て
讀
む
、
其
の
�
鹵
な
る
�
見
る
べ
し
と
雖
も
、

此
の
時
代
を
想
像
す
れ
ば
、
亦
以
て
嘆
稱
す
べ
き
な
り
。



正
四
位
下
治
部
�
犬
上
王
　
一
首

　
　
ス

五
言
�
二

覽
山
水
一。

　
　
ク

　
　
テ

　
　
ノ

　
　
ヲ

�
　
以
二
　

三
　
餘
　
暇
一

　
　
ス

�
　
息
　
瑤
　
池
　
濱

　
　
ノ

　
　
メ

吹
　
臺
　
弄
　
鶯
　
始

桂
　
庭
　
舞
　
蝶
　
新

　
　
　
ン
テ

　
　
ヲ

浴
　
鳬
　
雙
　
廻
レ
　

岸

　
　
リ

　
　
ム

　
　
ヲ

窺
　
鷺
　
獨
　
銜
レ
　

鱗

　
　
ミ

　
　
ヲ

雲
　
罍
　
酌
二
　

煙
　
霞
一

　
　
ス

　
　
ヲ

�
　
藻
　
誦
二
　

英
　
俊
一

　
　
ス

留
　
�
　
仁
　
智
　
間

縱
　
賞
　
如
二
　

談
　
倫
一

　
　
　
ト
モ　
　
　
ス
ト

　
　
ノ

　
　
ヲ

雖
レ
　

盡
二
　

林
　
池
　
樂
一

　
　
タ

　
　
ハ

　
　
ヲ

未
レ
　

�
二
　

此
　
芳
　
春
一

  

、
、

　
三
餘
、
漢
の
董
�
言
ふ
、
學
を
爲
す
、
當
に
三
餘
を
以
て
す
べ
し
、
�
は
�
の
餘
、
夜
は
日

  

、
、

  

、
、

の
餘
、
陰
雨
は
�
の
餘
。
瑤
池
は
西
王
母
の
住
處
、
今
以
て
禁
中
の
池
を
指
す
。
吹
臺
は
『
陳

　
　
リ

ケ
ツ

　
　
ニ　
　
リ

  

、
、

留
風
俗
傳
』
に
縣
【
開
封
縣
】
有
二

倉
頡
師
曠
城
一。
上
有
二

列
仙
之
吹
臺
一。
要
す
る
に
吹
臺
も
桂
庭

  

、
、

  

、
、

も
仙
觀
に
關
す
る
�
字
を
以
て
、
宮
觀
の
美
を
�
く
。
春
鶯
、
春
蝶
共
に
啼
舞
す
。
而
し
て
池

  

、
、

ね
ら
ふ

  

、
、
ら
い

面
を
看
れ
ば
、
浴
鳬
あ
り
、
魚
を
窺
の
鷺
あ
り
。
雲
罍
、
罍
は
「
サ
カ
ヅ
キ
」、
酒
を
酌
み
乍
ら

  

、
、

く
ち

  

、
、

  

、
、

  

、
、

煙
霞
�
ち
春
色
を
賞
し
、
而
し
て
口
に
は
英
俊
が
作
る
�
の
�
藻
を
誦
す
。
而
し
て
仁
智
�
ち

  

、
、

  

、
、

  

、
、
、

山
水
間
に
留
�
す
。
縱
賞
は
十
分
に
賞
觀
す
る
意
。
如
談
倫
は
晉
の
�
談
一
派
の
倫
と
同
じ
と

  

、
、
、
、
、

  

、
、
、
、
、

の
意
な
ら
ん
。
雖
盡
林
池
樂
、
未
�
此
芳
春
、
此
の
二
句
も
意
義
明
白
な
ら
ず
、
解
せ
ざ
る
も

可
な
り
。



正
五
位
上
紀
�
臣
古
�
呂
　
二
首
【
年
五
十
九
】

七
言
望
レ

�
　
一
首　

　
ス

　
　
ヲ

無
　
爲
　
�
　
�
　
重
二
　

寸
　
陰
一

　
　
ノ

　
　
ス

　
　
ヲ

有
　
�
　
�
　
功
　
輕
二
　

球
　
琳
一

　
　
ミ

　
　
ヲ

垂
　
拱
　
端
　
坐
　
惜
二
　

�
　
暮
一

　
　
　
ケ
テ
　
　
ヲ

　
　
ム

　
　
ヲ

披
レ
　

軒
　
蹇
レ
　

簾
　
望
二
　

遙
　
岑
一

　
　
リ

　
　
ヲ

�
　
雲
　
靉
　
靆
　
�
二
　

巖
　
岫
一

　
　
ク

　
　
ニ

驚
　
�
　
蕭
　
瑟
　
�
二
　

庭
　
林
一

落
　
�
　
霏
　
霏
　
一
　
嶺
　
白

斜
　
日
　
黯
　
黯
　
�
　
山
　
金

柳
　
絮
　
未
レ
　

飛
　
蝶
　
先
　
舞

　
　
ク

�
　
芳
　
�
�
遲
　
�
　
早
　
臨

夢
　
裏
　
鈞
　
天
　
�
　
易
レ
　

涌

松
　
下
　
�
　
風
　
信
　
難
レ
　

斟

  

、
、

  

、
、

　
無
爲
を
以
て
天
下
を
治
む
る
は
、
眞
に
是
れ
�
�
の
天
子
な
り
。
無
爲
と
は
何
ぞ
、
�
て
不

　
　
ヲ

　
　
ス

　
　
ヲ

自
然
を
行
は
ざ
る
こ
と
な
り
。『
淮
南
子
』
に
�
人
不
レ

貴
二

尺
之
璧
一

而
重
二

寸
之
陰
一、
陰
は
日
影

か
ん

な
り
。
一
寸
の
日
影
、
時
の
短
か
き
を
言
ふ
な
り
。
陶
淵
明
の
�
た
る
陶
侃
嘗
て
人
に
謂
て
曰

ま
さ

く
、
大
禹
は
�
�
、
乃
ち
寸
陰
を
惜
む
、
衆
人
に
至
り
て
は
、
當
に
分
陰
を
惜
し
む
べ
し
。
漢

　
　
ヲ　
　
ト

、
、
　
　
ト

  

、
、

き
う

り
ん

の
李
�
曰
ふ
日
也
月
也
容
光
之
謂
二

�
功
一

と
。
球
琳
は
『
�
書
』
に
出
づ
。
球
も
琳
も
共
に
古

  

、
、

か
み

美
玉
の
名
。
有
�
は
、
上
の
無
爲
に
對
す
る
語
。
寸
陰
の
重
き
を
知
る
�
人
や
、
�
人
の
�
功

  

、
、

た

は
、
球
琳
を
輕
ん
ず
る
固
よ
り
其
の
�
。
垂
拱
は
衣
を
垂
れ
手
を
こ
ま
ぬ
き
何
事
も
な
さ
ゞ
る

　
　
　
シ
テ

義
。
垂
�
　

而
天
下
治
は
『
�
書
』
の
語
。
善
意
義
の
方
に
用
ふ
る
が
本
義
な
り
。
然
る
に
今
は

と

し
ゆ

  

、
、

作
�
が
�
を
望
む
爲
め
に
用
ふ
聊
か
本
義
と
�
へ
り
、
徒
手
に
作
る
を
可
と
す
。
端
坐
は
行
儀

  

、
、

  

、
、

正
し
く
坐
す
る
な
り
。
遙
岑
は
�
方
の
山
。
靉
靆
は
雲
の
盛
な
る
貌
。
漢
の
瀋
尼
の
詩
に
、
�



雲
靉
靆
と
あ
り
。
然
か
も
本
義
は
�
天
美
麗
の
日
に
用
ひ
、
�
意
の
際
、
陰
鬱
の
天
に
は
用
ひ

  
、
え
ふ
う

  

、

  

、
、

  

、
、

ず
。
�
は
�
紆
「
メ
グ
ル
」
な
り
。
岫
は
山
の
穴
な
り
。
驚
�
は
勢
の
�
き
風
。
蕭
瑟
は
�
の

  

、
、

  

、
、

  

、
、
、

風
の
鳴
る
形
容
。
霏
霏
は
�
の
飛
ぶ
形
容
。
黯
黯
は
日
の
暗
き
形
容
。
一
嶺
白
は
�
が
�
山
�

  

、  

、  

、

嶺
を
白
く
し
た
る
な
り
。
�
山
金
は
�
が
歇
ん
で
、
斜
日
が
暗
き
乍
ら
も
、
�
山
に
金
色
を
爲

  

、
、

す
な
ら
ん
。
此
の
如
き
景
色
も
實
際
に
往
往
有
る
な
り
。
柳
絮
の
飛
ぶ
は
春
日
に
て
、
�
日
に

あ
ら
ず
。
是
の
故
に
、
柳
絮
飛
ぶ
と
見
し
は
柳
絮
に
あ
ら
ず
し
て
、
是
れ
白
蝶
の
舞
ふ
な
り
。
而

ゆ
き
の
は
な

  

、
、

し
て
眞
の
�
�
は
未
だ
開
か
ざ
る
に
六
�
は
早
く
臨
む
。
夢
裏
の
十
二
句
、
�
然
と
意
義
解
し

  

、
、
、
、

難
き
が
、
鈞
天
の
樂
は
夢
裏
に
於
て
も
�
涌
き
易
き
が
、
松
下
�
風
�
ち
高
士
の
風
は
信
に
斟

ゆ

み
難
し
と
な
ら
ん
。『
�
記
』
に
趙
簡
子
な
る
�
、
夢
寤
め
て
曰
く
、
我
帝
�
に
之
き
、
甚
だ
樂

が
く

し
む
。
百
�
と
鈞
天
に
游
び
、
慶
樂
、
九
奏
、
萬
舞
、
其
聲
心
を
動
か
す
と
。

　
此
篇
、
禁
苑
に
於
て
の
作
な
る
如
く
、
�
庭
林
の
字
よ
り
見
れ
ば
、
自
家
に
於
て
の
作
な
る

如
く
、
�
結
末
二
句
の
如
き
は
、
之
に
續
く
の
句
が
�
有
る
や
の
�
あ
り
。
要
す
る
に
、
完
構

の
も
の
と
言
ふ
能
は
ざ
る
な
り
。

五
言
秋
宴
得
二

聲
�
驚
�
四
字
一

　
一
首

　
　
シ

　
　
ヲ

明
　
離
　
照
二
　

旻
　
天
一

　
　
ク

重
　
震
　
啓
二
　

秋
　
聲
一

氣
　
爽
　
煙
　
霧
　
發

時
　
泰
　
風
　
雲
　
�

玄
　
燕
　
翔
　
已
　
�

�
　
�
　
嘯
　
且
　
驚

　
　
ノ

　
　
ニ

忽
　
�
　
�
　
雅
　
席
一

　
　
ノ

�
　
愧
　
七
　
歩
　
�
一

  

、
、

  

、
、

　
明
離
は
太
陽
の
異
名
な
ら
ん
。
未
驗
出
典
。
旻
天
は
普
�
に
天
を
指
し
、
特
に
秋
天
に
用
ふ
、

  

、
、

舊
版
昊
天
と
あ
り
昊
天
は
夏
日
な
れ
ば
�
寫
な
り
、
重
震
未
驗
出
典
。
地
震
ふ
�
に
時
�
變
ず



  

、
、

  

、
、

れ
ば
な
ら
ん
。
氣
爽
は
秋
日
な
れ
ば
な
り
。
時
泰
、
天
下
治
ま
れ
ば
な
り
。
天
下
治
ま
ら
ざ
る
時

  

、
、

は
風
雲
�
る
。
風
雲
�
ら
ざ
る
は
世
が
�
き
な
り
。
玄
燕
は
初
夏
に
來
り
、
秋
風
吹
け
ば
�
地
に

  

、

  
、
、

  

、

  

、
、
、

�
る
。
�
�
は
秋
�
な
り
。
�
�
の
飛
ぶ
�
、
眞
に
物
に
驚
く
如
き
は
實
事
な
り
。
�
雅
席
は
多

  

、
、
、

人
數
の
會
合
す
る
席
上
。恐
く
ば
、分
韵
し
て
八
庚
の
韻
を
得
て
、此
の
詩
成
り
し
な
ら
ん
。七
歩

△

�
、
七
歩
才
は
魏
の
曹
子
建
な
り
。
韻
字
の
已
む
を
得
ざ
る
な
ら
ん
が
、
�
の
字
を
以
て
七
歩
に

添
ふ
る
は
拙
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。



大
學
博
士
從
五
位
下
美
努
�
淨
�
　
一
首

五
言
春
日
應
レ

詔

　
　
リ

　
　
ニ

玉
　
燭
　
凝
二
　

紫
　
宮
一

　
　
フ

　
　
ニ

淑
　
氣
　
潤
二
　

芳
　
春
一

曲
　
浦
　
戲
二
　

嬌
　
鴛
一

　
　
ル

瑤
　
池
　
�
二
　

潜
　
鱗
一

階
　
�
　
桃
　
�
　
映

塘
　
上
　
柳
　
條
　
新

　
　
ニ

輕
　
煙
　
松
　
心
　
入

　
　
ニ

囀
　
鳥
　
葉
　
裏
　
陳

　
　
ノ

　
　
ヲ

絲
　
竹
　
遏
二
　

廣
　
樂
一

　
　
シ

�
　
舞
　
洽
二
　

往
　
塵
一

此
　
時
　
誰
　
不
レ
　

樂

　
　
ル

　
　
ヲ

�
　
天
　
蒙
二
　

厚
　
仁
一

  

、
、
、
、
、

　
先
哲
曰
ふ
。
淨
�
呂
は
天
川
田
奈
命
に
出
づ
と
。
玉
燭
凝
紫
宮
、
夜
で
な
け
れ
ば
燭
は
無
用

  

、
、

で
あ
る
が
、
紫
宮
は
陰
鬱
な
る
�
下
な
ぞ
に
、
晝
も
亦
點
す
る
な
ら
ん
。
淑
氣
は
春
日
の
和
氣
。

  

、  

、

  

、
、

曲
浦
を
見
れ
ば
鴛
鴦
嬌
と
し
て
戲
れ
、
瑤
池
を
覽
れ
ば
潛
み
居
る
錦
鱗
が
飛
び
�
る
。
宮
階
の

  

、
、

�
の
桃
�
は
、
�
�
互
い
に
映
じ
、
御
塘
上
の
柳
條
は
條
條
相
新
な
り
。
而
し
て
霏
霏
た
る
輕
煙

は
飛
び
來
り
て
松
間
に
影
を
入
れ
、
�
�
た
る
黄
鳥
は
、
樹
樹
の
葉
の
陰
に
聲
を
陳
ぬ
る
。

  

、
、
、
、  

、

と
ゞ

が
く

絲
竹
遏
廣
樂
は
、「
廣
樂
ノ
絲
竹
ヲ
遏
メ
」
の
意
義
、
官
中
の
樂
を
廣
樂
と
曰
ふ
。
奏
樂
の
�
り

  

、
、  

、
、
、

  

、
、

　
　
ク　
　
　
ル
ハ

　
　
ニ

し
こ
と
。
�
舞
洽
往
塵
、
未
驗
出
典
。
普
天
、『
詩
經
』
に
普
天
之
下
。
莫
レ

非
二

王
臣
一。
�
土
之

　
　
ク　
　
　
ル
ハ

　
　
ニ

濱
。
莫
レ

非
二

王
土
一。
是
に
由
て
之
を
案
ず
れ
ば
、
上
の
�
舞
も
或
は
�
土
の
�
寫
な
る
や
も
知

れ
ず
。
天
下
の
人
民
、
皆
�
�
を
蒙
む
ら
ざ
る
は
無
し
。


